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研究成果の概要（和文）： 
 

各施設用クライアントソフトと全国集計データベースからなる法医学解剖データベースシス

テムの構築を行った。このシステムは、各施設毎にデータ保存、チェック、検索が可能である

他、死体検案書の印刷、全国集計データベースへのデータの提出がボタンをクリックするだけ

で可能であり、大きな労力の軽減が可能である。データ提出時に個人情報は削除され、全国集

計データベースは匿名化されたものとなる。このため、個人情報漏洩の心配、同意取得の必要

がないという利点がある。全国集計データベースを活用すれば、様々な調査、研究を実施でき、

事故、病気、乱用、虐待の予防対策に有用である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

We have developed a new database system on forensic autopsy made up of client 
software for each institution and central database for national survey. The system has 
enabled easy preservation, check and search of case information by each autopsy 
operator. Autopsy operators can submit death certificate and datasheets for 
qualification of the academic society. The instantaneous registration of the personal 
datasheet to the central anonymous database with a button results in anonymity, and 
will strikingly reduce workload, time-lag from case registration to database search, 
and anxiety for legal or ethical trouble. Theme-directed survey or research would be 
quickly conducted through search on central database. The system will also promote 
search for prevention of similar accidents, diseases, and abuse/negligence by use of the 
central database. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本法医学会では、各機関の解剖事例をま
とめて、毎年、「鑑定例概要」を発刊してき
ていた。各機関では、毎年、基礎データを整
理して、CD で学会の委員会に送り、そこで

編集して、CD として送付してきた。2007 年
度より鑑定例概要の項目をもとにしたオン
ライン鑑定例概要等データベースの構築を
Web 技術を使って実施した。システムの提供
が開始され、実際の症例の集積も少しずつ進
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められてきたが、２つの大きな問題が指摘さ
れている。１つは、症例データの匿名化の問
題である。Web でデータを入力する限り非匿
名化データが一切ないと症例の特定ができ
なくなるため、何らかの個人情報は必要であ
る。本データベースは、生きている人のもの
ではないため、個人情報保護法の保護下には
ないが、これに準じた個人情報保護が必要と
考えられている。もう１つは、二重の電子化
である。データベース構築に熱心な法医学関
連教室では、既に自前の施設レベルデータベ
ースを持っていることが多い。これらのデー
タベースからの全国集計用のデータベース
へのデータの自動取り込みができず、手入力
となる。このため、自前施設レベルデータベ
ースに熱心な研究室ほど、全国集計用データ
ベースへのデータ提供に協力的ではないと
いう皮肉な現象が発生している。 

死体検案書を発行する時には、執刀者が手
書きをしているところが多い。また、学会の
解剖認定医・指導医資格を得るために、自ら
の解剖記録を見ながら探して入力しなけれ
ばならなかった。さらに、学会が課題調査す
る際、調査票をつくり、一例一例、ウェブ（以
前は、CD）入力しなければならなかった。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、法医学の死体検案等（死
体検案書、鑑定例概要、専門医申請用データ
他）の項目について、各施設別非匿名化デー
タベースシステムと全国集計用匿名化デー
タベースシステムを構築し、CDISC(Clinical 
Data Interchange Standards Consortium)
標準の中の ODM(Operational Data Model)
と呼ばれる臨床研究のための国際標準通信
規約を用いて相互に通信連携させることに
より、法医学研究の推進、解剖業務の効率化、
専門医申請支援の３つに活用することにあ
る。各施設別非匿名化データベースでは、個
人情報を含む死体検案データ等の電子的検
索、入出力、死体検案書の印刷ができるよう
にするとともに、全国集計用匿名化データベ
ースシステムに対して、CDISC 標準を用い
て、死体検案書等のデータを匿名化した上で、
暗号化して送付できる。全国集計用匿名化デ
ータベースシステムでは、各施設から送付さ
れたデータの暗号を解いて、匿名化されたデ
ータを抽出し、全国集計用匿名化データベー
スに自動的に組み込む。全国集計用匿名化デ
ータベースでは、死体検案書等の状況を各種
検索が可能な他、学会等での資格認定の資料
としても活用できる。 

 
３．研究の方法 
死体検案書等の非匿名化施設別データベ

ースのソフト開発は、Windows 7 上で Visual 
Basic 2008 を用いて行った。匿名化全国集計

データベースのソフト開発は、Redhat 5.7 上
で Perl 5.5 を用いて行った。両者間の通信に
は、CDISC ODM 1.3 を用いた。 

 
４．研究成果 
東京大学と京都大学の法医学教室におい

て、ルーチンの法医解剖管理、死体検案書作
製、認定医資格認定用一覧表を出力し、中央
データベースに登録し、使いながら、修正を
重ねた。2012 年 3 月頃より実用試験に入り、
本年度の解剖事例を全例入力し、死体検案書
を作成している。 
解剖事例の管理が極めて容易になったこ

と、入力した情報から、ボタン一つで、死体
検案書を発行できるようになった。事例情報
は、解剖直後に入力し、検査等の結果を得る
たびに、追加・修正をしつつ、一時保存がで
きた。鑑定書を提出する段階（死因を最終的
に決めた段階）において、登録ボタンを押す
と、匿名化したデータが中央データベースに
送信された。これを用いて、これまで、一例
一例、探して編集し、入力していた課題調査
が、即時的にできるようになる。また、匿名
化が簡単・迅速に行えることから、登録者は
中央データベースに簡単にアクセスし、包括
的な検索ができ、かつ研究に利用できるよう
になった。 

今後、中央データベースを用いたデータ収
集を全国の法医学教室に普及・広報していき、
全国の症例の登録の収集を目指す。 
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